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前稿に引き続き、本稿では保証を 2 回に分けて取り上げる。 

４．保証（1） 

建物賃貸借の際に連帯保証人を付けることがよくあるが、この保証は、未払い賃料、遅延損

害金、故意過失による建物損傷の損害賠償、自殺による賃貸収入が得られなくなることによる

逸失利益の補償等を担保するもので、場合によっては、保証人が思ってもいなかった多額の債

務を負担しなければならないこともある。そこで、改正法案では、極度額（保証の限度額）を

設定しなければ、個人根保証契約iは無効になるなどの保証人保護のための改正を行っている。

民法の規定の多くは、任意規定であり、当事者の合意による特約により排除することができる

が、これらの保証人保護のための規定は強行規定であり、これに反する契約を締結することは

できない。保証に係る主な改正内容は次のとおりである。 

改正法案 現行法 

（保証人の負担と主たる債務の目的又は態様） 

第４４８条 （略） 

２ 主たる債務の目的又は態様が保証契約の締

結後に加重されたときであっても、保証人の

負担は加重されない。 

（主たる債務の履行状況に関する情報の提供義

務） 

第４５８条の２ 保証人が主たる債務者の委託

を受けて保証をした場合において、保証人の

請求があったときは、債権者は、保証人に対

し、遅滞なく、主たる債務の元本及び主たる

債務に関する利息、違約金、損害賠償その他

その債務に従たる全てのものについての不履

行の有無並びにこれらの残額及びそのうち弁

済期が到来しているものの額に関する情報を

提供しなければならない。 

（主たる債務者が期限の利益を喪失した場合に

おける情報の提供義務） 

第４５８条の３ 主たる債務者が期限の利益を

有する場合において、その利益を喪失したと

きは、債権者は、保証人に対し、その利益の

喪失を知った時から二箇月以内に、その旨を

（保証人の負担が主たる債務より重い場合） 

第４４８条 （同左） 

（新設） 

 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 
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通知しなければならない。 

２ 前項の期間内に同項の通知をしなかったと

きは、債権者は、保証人に対し、主たる債務

者が期限の利益を喪失した時から同項の通知

を現にするまでに生じた遅延損害金（期限の

利益を喪失しなかったとしても生ずべきもの

を除く。）に係る保証債務の履行を請求するこ

とができない。 

３ 前二項の規定は、保証人が法人である場合

には、適用しない。 

（個人根保証契約の保証人の責任等） 

第４６５条の２ 一定の範囲に属する不特定の

債務を主たる債務とする保証契約（以下「根

保証契約」という。）であって保証人が法人で

ないもの（以下「個人根保証契約」という。）

の保証人は、主たる債務の元本、主たる債務

に関する利息、違約金、損害賠償その他その

債務に従たる全てのもの及びその保証債務に

ついて約定された違約金又は損害賠償の額に

ついて、その全部に係る極度額を限度として、

その履行をする責任を負う。 

 

 

 

２ 個人根保証契約は、前項に規定する極度額

を定めなければ、その効力を生じない。 

３ 第４４６条第２項及び第３項の規定は、個

人根保証契約における第１項に規定する極度

額の定めについて準用する。 

（個人貸金等根保証契約の元本確定期日） 

第４６５条の３ 個人根保証契約であってその

主たる債務の範囲に金銭の貸渡し又は手形の

割引を受けることによって負担する債務（以

下「貸金等債務」という。）が含まれるもの（以

下「個人貸金等根保証契約」という。）におい

て主たる債務の元本の確定すべき期日（以下

「元本確定期日」という。）の定めがある場合

において、その元本確定期日がその個人貸金

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（貸金等根保証契約の保証人の責任等） 

第４６５条の２ 一定の範囲に属する不特定の

債務を主たる債務とする保証契約（以下「根

保証契約」という。）であってその債務の範囲

に金銭の貸渡し又は手形の割引を受けること

によって負担する債務（以下「貸金等債務」

という。）が含まれるもの（保証人が法人であ

るものを除く。以下「貸金等根保証契約」と

いう。）の保証人は、主たる債務の元本、主た

る債務に関する利息、違約金、損害賠償その

他その債務に従たるすべてのもの及びその保

証債務について約定された違約金又は損害賠

償の額について、その全部に係る極度額を限

度として、その履行をする責任を負う。 

２ 貸金等根保証契約は、前項に規定する極度

額を定めなければ、その効力を生じない。 

３ 第４４６条第２項及び第３項の規定は、貸

金等根保証契約における第１項に規定する極

度額の定めについて準用する。 

（貸金等根保証契約の元本確定期日） 

第４６５条の３ 貸金等根保証契約において主

たる債務の元本の確定すべき期日（以下「元

本確定期日」という。）の定めがある場合にお

いて、その元本確定期日がその貸金等根保証

契約の締結の日から五年を経過する日より後

の日と定められているときは、その元本確定

期日の定めは、その効力を生じない。 

 



一般財団法人 土地総合研究所  3 

等根保証契約の締結の日から五年を経過する

日より後の日と定められているときは、その

元本確定期日の定めは、その効力を生じない。 

２ 個人貸金等根保証契約において元本確定期

日の定めがない場合（前項の規定により元本

確定期日の定めがその効力を生じない場合を

含む。）には、その元本確定期日は、その個人

貸金等根保証契約の締結の日から三年を経過

する日とする。 

３ 個人貸金等根保証契約における元本確定期

日の変更をする場合において、変更後の元本

確定期日がその変更をした日から五年を経過

する日より後の日となるときは、その元本確

定期日の変更は、その効力を生じない。ただ

し、元本確定期日の前二箇月以内に元本確定

期日の変更をする場合において、変更後の元

本確定期日が変更前の元本確定期日から五年

以内の日となるときは、この限りでない。 

４ 第４４６条第二項及び第三項の規定は、個

人貸金等根保証契約における元本確定期日の

定め及びその変更（その個人貸金等根保証契

約の締結の日から三年以内の日を元本確定期

日とする旨の定め及び元本確定期日より前の

日を変更後の元本確定期日とする変更を除

く。）について準用する。 

（個人根保証契約の元本の確定事由） 

第４６５の４ 次に掲げる場合には、個人根保

証契約における主たる債務の元本は、確定す

る。ただし、第一号に掲げる場合にあっては、

強制執行又は担保権の実行の手続の開始があ

ったときに限る。 

一 債権者が、保証人の財産について、金銭の

支払を目的とする債権についての強制執行又

は担保権の実行を申し立てたとき。 

 

 

二 保証人が破産手続開始の決定を受けたと

き。 

 

 

 

２ 貸金等根保証契約において元本確定期日の

定めがない場合（前項の規定により元本確定

期日の定めがその効力を生じない場合を含

む。）には、その元本確定期日は、その貸金等

根保証契約の締結の日から三年を経過する日

とする。 

３ 貸金等根保証契約における元本確定期日の

変更をする場合において、変更後の元本確定

期日がその変更をした日から五年を経過する

日より後の日となるときは、その元本確定期

日の変更は、その効力を生じない。ただし、

元本確定期日の前二箇月以内に元本確定期日

の変更をする場合において、変更後の元本確

定期日が変更前の元本確定期日から五年以内

の日となるときは、この限りでない。 

４ 第４４６条第二項及び第三項の規定は、貸

金等根保証契約における元本確定期日の定め

及びその変更（その貸金等根保証契約の締結

の日から三年以内の日を元本確定期日とする

旨の定め及び元本確定期日より前の日を変更

後の元本確定期日とする変更を除く。）につい

て準用する。 

（貸金等根保証契約の元本の確定事由） 

第４６５条の４ 次に掲げる場合には、貸金等

根保証契約における主たる債務の元本は、確

定する。 

 

 

一 債権者が、主たる債務者又は保証人の財産

について、金銭の支払を目的とする債権につ

いての強制執行又は担保権の実行を申し立て

たとき。ただし、強制執行又は担保権の実行

の手続の開始があったときに限る。 

二 主たる債務者又は保証人が破産手続開始の

決定を受けたとき。 
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三 （略） 

２ 前項に規定する場合のほか、個人貸金等根

保証契約における主たる債務の元本は、次に

掲げる場合にも確定する。ただし、第一号に

掲げる場合にあっては、強制執行又は担保権

の実行の手続の開始があったときに限る。 

一 債権者が、主たる債務者の財産について、

金銭の支払を目的とする債権についての強制

執行又は担保権の実行を申し立てたとき。 

二 主たる債務者が破産手続開始の決定を受け

たとき。 

 

三 （同左） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に保証に係る質疑応答を引用する。なお、下線及びかっこ内は著者による。 

11月25日  

木 下 委 員：（ 前 略 ）今 回 の 法 律 で 保 証 人 の 極 度 額 の 定 め が 入 っ て く る 、今 ま で な か っ

た 。（ 中 略 ）ど こ か の 部 屋 を 借 り ま す 、賃 貸 借 契 約 を 結 び ま す 。そ の と き に は 必 ず

連 帯 保 証 人 を 立 て る よ う に 大 体 さ れ て い る ん で す ね 。（ 中 略 ）そ こ の 連 帯 保 証 人 と

い う の は 、 今 の 世 の 中 で は 無 限 責 任 な ん だ 。 だ か ら 、 こ れ は も う 根 保 証 と 同 じ な

ん で す ね 。（ 中 略 ）（ 不 動 産 賃 貸 借 契 約 に 付 随 す る 保 証 に つ い て ） こ の 極 度 額 に つ

い て は ち ゃ ん と 定 め を し よ う 、こ れ は い い こ と だ と 思 っ て い る ん で す 。（ 中 略 ）（ 不

動 産 賃 貸 借 ） 契 約 書 の 中 に 更 新 事 項 が あ る ん で す 。 た だ 、 こ れ は 、 意 思 を あ る 程

度 言 っ て 、 大 体 電 話 が か か っ て き て 、 更 新 し ま す と い う ふ う に 言 っ た ら そ れ で も

う お し ま い な ん で す ね 。当 事 者 間 は そ う で す 。（ 不 動 産 ）賃 貸 借 契 約 の 中 で は 、こ

の 保 証 人 に つ い て も 、 保 証 人 に そ の 意 思 を 確 認 す る こ と な く 、 そ の ま ま 保 証 が 継

続 す る こ と に な る 。（ 中 略 ）一 々 更 新 の と き に 保 証 人 に も う 一 遍 頼 み に 行 く と い う

の は 、 当 事 者 、 借 り る 側 も 嫌 な ん で す よ ね 。 業 界 団 体 は 当 然 、 ま た そ の 手 続 を し

な き ゃ い け な い の で 面 倒 く さ い 。 実 態 と し て は そ れ が 、 こ れ で い い だ ろ う と い う

形 で 、 こ の 議 論 が さ れ な か っ た の か な と い う ふ う に 私 は 思 っ て い る ん で す 。 そ れ

が い い か 悪 い か 、社 会 の 今 の 状 況 の 中 で そ う い う 判 断 が さ れ た と い う ん だ っ た ら 、

そ れ は そ れ で い い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ こ を 明 確 に し た い と 思 う の で 、 今 の

私 の 解 釈 、 そ れ で い い の か ど う か 、 ち ょ っ と 教 え て い た だ け ま す か 。  

小 川 民 事 局 長 ： 実 態 を 必 ず し も 十 分 把 握 し て い る わ け で は ご ざ い ま せ ん が 、 今 お 話

あ り ま し た よ う に 、 保 証 契 約 に つ い て も 更 新 と い う こ と が 行 わ れ て 継 続 し て い く

と い う 状 況 か と 思 い ま す 。  

吉 田（ 宣 ）委 員；（ 前 略 ）保 証 人 に 対 す る 情 報 提 供 と い う 点 で は 、債 権 者 が 保 証 人 に

対 し て 情 報 提 供 を 行 う と い う 規 定 が 新 設 を さ れ て い る と い う ふ う に お 聞 き を し て

お り ま す 。 主 債 務 の 状 況 に 関 す る 情 報 提 供 義 務 に つ い て 、 こ の 点 、 ど の よ う な 改

正 が 行 わ れ て い る か に つ い て お 聞 か せ い た だ き た い と 思 い ま す 。  

小 川 民 事 局 長 ： 主 債 務 の 状 況 に 関 す る 情 報 の 提 供 義 務 に 関 し ま し て は 、 一 つ に は 主

債 務 の 履 行 状 況 に 関 す る 情 報 の 提 供 義 務 、 二 つ 目 は 主 債 務 の 期 限 の 利 益 喪 失 時 に

お け る 情 報 の 提 供 義 務 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 規 定 を 新 設 し て お り ま す 。  

 ま ず 、 主 債 務 の 履 行 状 況 に 関 す る 情 報 の 提 供 義 務 で ご ざ い ま す が 、 保 証 人 に と

り ま し て は 、 主 債 務 者 が 主 債 務 を 履 行 し て お ら ず 遅 延 損 害 金 が 日 々 生 じ て い る 状

況 に あ る こ と や 主 債 務 の 残 額 が 幾 ら に な っ て い る か と い っ た 情 報 、 す な わ ち 債 権

者 が 把 握 し て い る 主 債 務 の 履 行 状 況 に 関 す る 情 報 は 、 履 行 し な け れ ば な ら な い 保

証 債 務 の 内 容 に か か わ る 重 要 な 情 報 で ご ざ い ま す 。 し か し 、 現 行 法 に は 、 こ れ ら

の 情 報 を 保 証 人 に 提 供 す る 義 務 を 債 権 者 に 課 す 規 定 は ご ざ い ま せ ん 。 法 律 の 規 定
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が な く と も 、 保 証 人 か ら の 問 い 合 わ せ に 応 じ て 、 債 権 者 が 任 意 に こ れ ら の 情 報 を

主 債 務 者 に 提 供 す る こ と は あ り 得 る と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 主 債 務 の 履 行 状 況 に

関 す る 情 報 は 主 債 務 者 の 信 用 に か か わ る も の で ご ざ い ま し て 、 こ れ を 保 証 人 に 提

供 す る こ と に よ り 、 守 秘 義 務 あ る い は 個 人 情 報 保 護 の 問 題 が 出 て ま い り ま す 。 そ

こ で 、 法 律 の 規 定 が な い 状 況 で は 、 保 証 人 に 対 し て 情 報 を 提 供 す る こ と に 債 権 者

が ち ゅ う ち ょ を 覚 え る と い う 指 摘 も ご ざ い ま す 。 こ う い っ た 点 を 踏 ま え ま し て 、

改 正 法 案 に お き ま し て は 、 主 債 務 の 履 行 状 況 に 関 す る 情 報 の 提 供 義 務 に 関 す る 規

定 を 新 設 す る こ と と い た し ま し て 、 保 証 人 が 主 債 務 者 の 委 託 を 受 け て 保 証 し た 場

合 に は 、 債 権 者 は 、 保 証 人 の 請 求 が あ っ た と き は 、 遅 滞 な く 、 主 債 務 の 元 本 、 利

息 、 違 約 金 等 の 債 務 の 不 履 行 の 有 無 、 こ れ ら の 各 債 務 残 額 と 、 残 額 の う ち 弁 済 期

が 到 来 し て い る も の の 額 に 関 す る 情 報 の 提 供 を 義 務 づ け て お り ま す 。  

 そ れ か ら 、 主 債 務 の 期 限 の 利 益 の 喪 失 時 に お け る 情 報 の 提 供 義 務 で ご ざ い ま す

が 、 保 証 人 の 責 任 は 、 主 債 務 者 が 支 払 い を 遅 滞 す る と 、 日 々 発 生 す る 遅 延 損 害 金

に よ っ て 増 大 し て ま い り ま す 。 と り わ け 、 主 債 務 者 が 分 割 金 の 支 払 い を 遅 滞 す る

な ど し て 期 限 の 利 益 を 喪 失 し 、 保 証 し た 債 務 の 全 額 に つ い て 弁 済 期 が 到 来 し た 場

合 に は 、 発 生 す る 遅 延 損 害 金 の 額 が 多 額 と な り ま す 。 し か し 、 こ う い っ た 期 限 の

利 益 を 喪 失 し た こ と は 保 証 人 が 容 易 に 知 り 得 る 情 報 で は な く 、 ま た 、 現 行 法 に は

こ う い っ た こ と を 保 障 す る 制 度 も ご ざ い ま せ ん 。そ こ で 、改 正 法 案 に お き ま し て 、

保 証 人 が 個 人 で あ る 場 合 に は 、 保 証 人 を 保 護 す る 観 点 か ら 、 主 債 務 者 が 期 限 の 利

益 を 喪 失 し た 場 合 に は 、 債 権 者 は 二 カ 月 以 内 に 保 証 人 に 通 知 し な け れ ば な ら ず 、

通 知 を し な か っ た と き は 、 保 証 人 に 対 し 、 期 限 の 利 益 を 喪 失 し た と き か ら 通 知 を

現 に す る ま で に 生 じ た 遅 延 損 害 金 を 請 求 す る こ と が で き な い と い う こ と と し て お

り ま す 。  

吉 田 （ 宣 ） 委 員 ： 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証 契 約 、 こ れ は 平 成 十 六 年 に も 民 法 の 改

正 が 行 わ れ て い る と い う ふ う に お 聞 き を し て お り ま す 。今 回 の 改 正 法 案 に お い て 、

根 保 証 に 関 し て ど の よ う な 改 正 が 行 わ れ て い る の か 、 こ の 点 に つ い て も 確 認 を さ

せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

小 川 民 事 局 長：（ 前 略 ）根 保 証 契 約 に は 、保 証 人 が 契 約 時 に は 予 想 し て い な か っ た 過

大 な 責 任 を 負 う リ ス ク が ご ざ い ま す 。 こ の た め 、 平 成 十 六 年 の 民 法 改 正 に お き ま

し て 、 主 債 務 に 貸 し 金 等 債 務 、 こ れ は 金 銭 の 貸 し 渡 し ま た は 手 形 の 割 引 を 受 け る

こ と に よ っ て 負 担 す る 債 務 を い い ま す が 、 貸 し 金 等 債 務 が 含 ま れ て い る 保 証 人 が

個 人 で あ る 根 保 証 契 約 の み を 対 象 と し て 、 保 証 人 の 責 任 の 上 限 と な る 極 度 額 に 関

す る 規 律 、 保 証 の 対 象 元 本 が 確 定 す る 日 で あ り ま す 元 本 確 定 期 日 に 関 す る 規 律 、

特 別 な 事 情 の 発 生 に よ っ て 保 証 の 対 象 元 本 が 当 然 に 確 定 す る 元 本 確 定 事 由 に 関 す

る 規 律 、 こ の 三 つ が 設 け ら れ て お り ま す 。  

 改 正 法 案 に お き ま し て は 、 根 保 証 契 約 に 関 す る こ の よ う な 規 律 の う ち 、 極 度 額

と 元 本 確 定 事 由 に 関 す る 規 律 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 適 用 対 象 と な る 保 証 契 約 の 範 囲

の 拡 大 等 を 行 っ て お り ま す 。  

 具 体 的 に は 、 現 行 法 に お き ま し て は 、 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証 契 約 の う ち 、

主 債 務 に 貸 し 金 等 債 務 が 含 ま れ て い る も の に 対 象 を 限 定 し て 、 極 度 額 を 定 め な け

れ ば 契 約 が 無 効 と な る 旨 の 規 律 を 設 け ら れ て お り ま す が 、 改 正 法 案 で は 、 こ の 規

律 の 適 用 対 象 を 、 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証 契 約 全 般 に 拡 大 し て お り ま す 。  

 次 に 、 元 本 確 定 事 由 に 関 す る 規 律 に つ い て も 、 現 行 法 で は 、 そ の 適 用 対 象 は 、

主 債 務 に 貸 し 金 等 債 務 が 含 ま れ て い る 個 人 の 根 保 証 契 約 に 限 ら れ て お り ま す が 、

改 正 法 案 の 中 で は 、 個 人 保 証 人 保 護 の 観 点 と い う こ と で 、 こ の 規 律 の 適 用 対 象 を

基 本 的 に 拡 大 す る こ と と し 、個 人 の 根 保 証 契 約 全 般 に 及 ぼ す こ と と し て お り ま す 。 

吉 田（ 宣 ）委 員：（ 前 略 ）  こ の 極 度 額 に 関 す る 規 律 、こ れ は 根 保 証 契 約 全 般 に 適 用

対 象 を 拡 大 す る と い う ふ う な 趣 旨 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 そ の 理 由 は ど う い う も

の で ご ざ い ま す で し ょ う か 。 確 認 を さ せ て く だ さ い 。  

小 川 民 事 局 長：（ 前 略 ）平 成 十 六 年 の 民 法 改 正 で 、い わ ゆ る 貸 し 金 等 債 務 を 保 証 の 範

囲 に 含 む 根 保 証 に つ き ま し て 、 極 度 額 を 定 め な け れ ば な ら な い と い う 改 正 が さ れ

た わ け で す が 、 こ の 規 律 の 対 象 と さ れ た 貸 金 等 根 保 証 契 約 以 外 の 根 保 証 契 約 に つ

い て も 、 個 人 で あ る 保 証 人 が 予 想 を 超 え る 過 大 な 責 任 を 負 う お そ れ は あ り 得 る わ
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け で ご ざ い ま す 。 そ こ で 、 法 制 審 議 会 に お き ま し て は 、 規 律 の 対 象 を 拡 大 す る こ

と の 要 否 に 関 し て 検 討 が さ れ 、 裁 判 例 の 中 に は 、 不 動 産 の 賃 借 人 の 債 務 を 主 債 務

と す る 根 保 証 契 約 に お い て 、賃 借 人 が 長 期 に わ た り 賃 料 を 滞 納 し た 事 案 で す と か 、

賃 借 人 が 賃 借 物 件 に お い て 自 殺 し た 事 案 な ど で 、 親 類 や 知 人 で あ る 個 人 保 証 人 に

過 大 な 責 任 を 求 め る こ と が 問 題 と な っ た も の も あ る こ と か ら 、 極 度 額 に 関 す る 規

律 の 対 象 を 、 貸 金 等 根 保 証 契 約 以 外 の 、 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証 契 約 に も 拡 大

す べ き で あ る と の 意 見 が 大 勢 を 占 め ま し た 。 こ れ に 対 し て 、 建 物 賃 貸 借 の 根 保 証

は 、 賃 料 以 外 に も 賃 借 人 が 負 う 損 害 賠 償 債 務 な ど も 保 証 す る も の で あ り 、 将 来 発

生 す る 損 害 な ど を 予 測 し て 極 度 額 を 定 め る こ と は 実 務 的 に 困 難 で あ る と の 意 見 も

ご ざ い ま し た 。 し か し 、 予 測 が 困 難 で あ る こ と の リ ス ク を 個 人 保 証 人 に 負 わ せ る

の は 適 当 で は な く 、 個 人 保 証 人 に つ い て は 極 度 額 を 定 め る こ と と し た 上 で 、 必 要

に 応 じ て 、 現 在 の 実 務 で も 用 い ら れ て い る 法 人 の 保 証 人 を よ り 活 用 す る こ と が 適

切 で あ る と の 意 見 が 大 勢 を 占 め た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

そ こ で 、 こ う い っ た 点 を 踏 ま え ま し て 、 改 正 法 案 に お き ま し て は 、 極 度 額 に 関

す る 規 律 の 対 象 を 一 般 的 に 拡 大 し た と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

吉 田（ 宣 ）委 員：次 に 、根 保 証 契 約 に お け る 元 本 確 定 事 由 に 関 す る ル ー ル に つ い て 、

改 正 の 内 容 を 確 認 さ せ て く だ さ い 。  

小 川 民 事 局 長 ： 平 成 十 六 年 の 民 法 改 正 で は 、 貸 金 等 根 保 証 契 約 に つ い て は 、 契 約 締

結 後 に 主 債 務 者 が 破 産 す る な ど 、 著 し い 事 情 変 更 と な る 事 由 が 生 じ た 場 合 に は 、

個 人 保 証 人 の 保 護 の 観 点 か ら 、 主 債 務 の 元 本 が 当 然 に 確 定 す る こ と と さ れ て お り

ま す 。 こ れ を 元 本 確 定 事 由 と 呼 ん で お り ま し て 、 現 行 法 は 、 主 債 務 者 か 保 証 人 の

い ず れ か が 破 産 し た り 、 死 亡 し た り 、 あ る い は 債 権 者 か ら 強 制 執 行 な ど を 受 け る

と い っ た 、 合 計 六 通 り の 事 由 が 定 め ら れ て お り ま す 。 も っ と も 、 貸 金 等 根 保 証 契

約 以 外 の 、 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証 契 約 に お い て も 、 契 約 締 結 後 に 著 し い 事 情

変 更 が 生 ず る こ と は あ り 得 る わ け で ご ざ い ま す 。そ の た め 、法 制 審 議 会 の 中 で も 、

元 本 確 定 事 由 に 関 す る 規 律 の 対 象 を 、 貸 金 等 根 保 証 契 約 以 外 の 、 保 証 人 が 個 人 で

あ る 根 保 証 契 約 に も 拡 大 す る こ と の 要 否 に つ い て 検 討 が さ れ ま し た 。そ の 中 で は 、

予 想 外 の 事 態 が 生 じ た 場 合 に お け る 個 人 保 証 人 の 責 任 を で き る 限 り 低 減 す る と い

う 観 点 か ら 、 貸 金 等 根 保 証 契 約 以 外 の 、 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証 契 約 に つ い て

も 、 基 本 的 に 元 本 確 定 事 由 の 規 律 を 及 ぼ し て い く べ き で あ る と の 意 見 が 大 勢 を 占

め ま し た 。 他 方 で 、 主 債 務 者 が 債 権 者 か ら 強 制 執 行 を 受 け た こ と と 、 主 債 務 者 が

破 産 し た こ と と い う 二 つ の 事 由 に つ き ま し て は 、 こ れ を 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保

証 契 約 一 般 の 元 本 確 定 事 由 と す る こ と に 否 定 的 な 意 見 が 大 勢 を 占 め た と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 こ れ は 、 典 型 例 と 言 え ま す 不 動 産 の 賃 借 人 の 債 務 を 主 債 務 と す る 根 保

証 で 見 て み ま す と 、 こ れ ら の 二 つ の 事 由 に よ っ て 主 債 務 の 元 本 が 確 定 し て し ま う

と 、 賃 貸 借 契 約 は 主 債 務 者 で あ る 賃 借 人 に つ い て の こ れ ら の 事 由 に よ っ て も 終 了

い た し ま せ ん の で 、 賃 貸 人 と し て は 、 保 証 契 約 の 存 在 を 前 提 と し て 賃 貸 し た に も

か か わ ら ず 、 以 後 は 保 証 契 約 が な い 状 態 で の 賃 貸 を 強 い ら れ る 、 そ う い う 事 態 に

な る わ け で ご ざ い ま す 。  

そ こ で 、 改 正 法 案 に お い て は 、 こ れ ら の 二 つ の 事 由 を 除 く 元 本 確 定 事 由 に 関 す

る 規 律 に つ い て 、 個 人 保 証 、 根 保 証 契 約 全 般 に 拡 大 す る こ と と し た わ け で ご ざ い

ま す 。  

吉 田（ 宣 ）委 員：（ 前 略 ）根 保 証 に 関 す る ル ー ル の う ち 、元 本 確 定 期 日 に つ い て の ル

ー ル は 置 か れ て お り ま せ ん が 、 そ れ は ど の よ う な 事 情 に 配 慮 し た こ と な の か 、 そ

れ に つ い て も 確 認 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

小 川 民 事 局 長 ： 法 制 審 議 会 の 中 で も 、 保 証 人 の 責 任 を 限 定 す る た め に 、 元 本 確 定 期

日 に 関 す る 規 律 の 対 象 を 、 貸 金 等 根 保 証 契 約 以 外 の 、 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証

契 約 に 拡 大 す る こ と の 要 否 も 検 討 い た し ま し た 。 し か し 、 貸 金 等 根 保 証 契 約 以 外

で 、 保 証 人 が 個 人 で あ る 根 保 証 契 約 の 典 型 例 で あ り ま す 不 動 産 の 賃 借 人 の 債 務 を

主 債 務 と す る 根 保 証 契 約 に つ い て 見 ま す と 、 例 え ば 、 最 長 で も 五 年 以 内 に は 元 本

が 確 定 す る こ と と い た し ま す と 、 賃 貸 人 と し て は 、 保 証 契 約 の 存 在 を 前 提 と し て

賃 貸 借 契 約 を 締 結 し た に も か か わ ら ず 、 借 地 借 家 法 の 規 定 に よ っ て 、 こ れ は 五 年

を 超 え て 賃 貸 借 契 約 が 存 続 す る 場 合 が ご ざ い ま す の で 、 こ う い っ た 場 合 に は 、 保
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証 が な い ま ま 賃 貸 す る こ と を 強 い ら れ る と い う 不 都 合 が 生 ず る と の 意 見 が ご ざ い

ま し た 。  

 他 方 で 、 個 人 根 保 証 契 約 一 般 に つ い て 極 度 額 を 定 め る と い う こ と に い た し ま す

と 、 元 本 確 定 期 日 に 関 す る 規 律 の 対 象 と さ れ な く と も 、 保 証 人 に と っ て も 予 想 を

超 え る 過 大 な 責 任 を 負 う 事 態 は 最 低 限 回 避 さ れ る の で は な い か と い う こ と も 言 え

ま す 。  

 こ う い っ た 事 情 を 考 慮 い た し ま し て 、 改 正 法 案 に お き ま し て は 、 元 本 確 定 期 日

に 関 す る 規 律 の 対 象 は 拡 大 す る こ と と は し て お り ま せ ん 。  

1 2月 7日 （ 参 考 人 意 見 聴 取 ）  

藤 野 委 員：中 田 参 考 人 に お 伺 い し た い ん で す が 、先 ほ ど も 出 ま し た 個 人 保 証 の 問 題 、

あ る い は 配 偶 者 の 問 題 も 出 て お り ま す 。 考 え ま す と 、 や は り 情 義 性 の 問 題 、 こ れ

は な か な か 民 法 で は 難 し い ん だ と い う お 話 と か 、 い ろ い ろ あ っ て 、 そ も そ も 保 証

と い う も の が 今 の 社 会 あ る い は 世 界 の 中 で ど う い う 役 割 を 果 た し て い る の か 。 先

ほ ど 新 里 参 考 人 か ら も あ っ た ん で す け れ ど も 、 歴 史 的 役 割 と し て 保 証 と い う も の

が 終 わ っ て い る 部 分 も ど こ か で あ る ん じ ゃ な い か と 私 は 思 っ て い る ん で す が 、 そ

こ を 先 生 の 視 点 か ら は ど の よ う に お 感 じ で し ょ う か 。  

中 田 東 京 大 学 大 学 院 教 授：（ 前 略 ）例 え ば 、賃 借 人 の 保 証 と い う こ と を 考 え て み ま す

と 、 昔 は 、 賃 借 人 の 保 証 と い う の は 別 に 大 し た こ と で は な い ん だ 、 家 賃 を 一 カ 月

か 二 カ 月 し ょ わ さ れ る こ と が あ る く ら い だ と い う こ と で 、 そ れ ほ ど 保 護 の 必 要 は

な い ん じ ゃ な い か と い う ふ う に 考 え ら れ て い た と 思 う ん で す け れ ど も 、 し か し 、

だ ん だ ん 、 借 家 契 約 、 借 地 契 約 の 更 新 が 強 制 さ れ る よ う に な っ て 、 そ の ツ ケ が 保

証 人 に 来 る と か 、 あ る い は 産 業 廃 棄 物 を 土 地 に 入 れ て 大 変 な 巨 額 の 債 務 が 発 生 す

る と か と い う よ う な も の が 出 て く る 。 そ う す る と 、 そ れ を 全 部 保 証 人 に し ょ わ す

の は 適 当 で は な い ん じ ゃ な い か 。 そ こ で 、 今 お っ し ゃ い ま し た と お り 、 そ れ 以 外

に 、 例 え ば 保 険 で あ る と か 、 あ る い は 敷 金 な ど 別 の 担 保 で あ る と か 、 い ろ い ろ な

形 の 合 理 化 が 必 要 で し て 、そ の 幾 つ か の ツ ー ル の 中 で 保 証 特 有 の 意 味 と い う の を 、

残 る と こ ろ が あ る の で あ れ ば 、限 定 し た 上 で 使 う と い う こ と だ と 思 い ま す 。（ 後 略 ） 

藤 野 委 員 ：（ 前 略 ） 保 証 の あ り 方 、 家 賃 保 証 や 奨 学 金 の こ と も お っ し ゃ い ま し た が 、

ど の よ う に お 感 じ で い ら っ し ゃ い ま す か 。  

新 里 弁 護 士：（ 前 略 ）単 身 高 齢 者 の 住 居 を ど う 確 保 す る か と い う と こ ろ の 中 で 、公 的

な 問 題 、 ま た は 単 に 公 が 担 う だ け で は な く て 、 保 証 協 会 的 な も の で は 、 や は り 民

間 の 会 社 が き ち っ と 担 っ て 、 た だ 、 そ れ だ け で は で き な い 。 何 が 一 番 そ う い う 場

合 の 要 因 に な っ て い る か と い う と 、 家 賃 の 滞 納 だ け で は な く て 、 亡 く な っ た と き

に ど う 遺 体 を 皆 さ ん で 埋 葬 し 、 そ し て 最 後 に 残 っ た も の を 処 理 す る の か 、 そ う い

う よ う な こ と が 非 常 に 心 配 さ れ る こ と も あ る の で 、 単 な る 家 賃 保 証 の 仕 組 み を つ

く れ ば い い だ け で は な く て 、 最 期 の そ う い う 見 守 り の 仕 組 み を ど う 自 治 体 の 中 で

つ く っ て い く の か ど う か 、 そ う い う と こ ろ が 、 今 、 国 交 省 や 厚 労 省 が 協 力 す る よ

う な 形 で 少 し ず つ 制 度 化 さ れ て い く の で は な い か な 。 そ ん な 中 で 、 全 部 が 個 人 保

証 に 頼 っ て い れ ば 、 今 の よ う で あ れ ば 住 居 の 安 全 が 図 れ な い と い う 問 題 を 、 ど う

制 度 と し て 、 全 体 と し て 解 消 し て い く か と い う 取 り 組 み が 出 て お り ま す 。  

 そ れ か ら 、 奨 学 金 に つ い て は 、 以 前 は 個 人 保 証 で し た け れ ど も 、 機 関 保 証 と い

う 格 好 で ど ん ど ん 進 ん で き て 、 今 、 機 関 保 証 の 方 が 半 分 以 上 に な っ て い る と 言 わ

れ て い ま す 。 た だ 、 そ う な っ て く る と 、 今 度 は 保 証 料 が 高 い の で は な い か 、 そ う

い う 問 題 も 出 て き ま す け れ ど も 、 個 人 保 証 に 頼 ら ず に 制 度 を つ く っ て い く と い う

ふ う に 社 会 自 体 が 少 し ず つ 変 わ っ て い っ て い る の で は な い か な と い う ふ う な 認 識

を 持 っ て お る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

 

建物賃貸借の際に連帯保証人を付けることがよくあるが、この保証は、前述のように多様な

債務を担保するものであって、未払い賃料債務だけをみても債務の額が変動するものであり、

第４６５条の２に規定する「個人根保証契約」に該当する。第４６５条の２により、現行では

貸金等根保証契約のみが対象となっていた、極度額の規律が個人根保証契約一般に及ぶことに
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なる。したがって、書面又は電磁的記録により、「連帯保証人は、極度額○○円を限度として負

担する」などと極度額を定めなければ、保証契約は無効となる。改正法案施行後は、極度額を

定めないと個人根保証契約は無効となるが、極度額の定め方は実務的には難しい。賃料の２か

月分程度では、原状回復義務や損害賠償などの起こり得る債務を保証するのに十分ではないが、

極度額を高額に設定すれば、保証人のなり手がいなくなってしまう。参考人意見聴取において、

中田裕康（東京大学大学院教授）は、保険、敷金等別の担保による合理化を示唆しており、新

里宏二（弁護士）も、個人保証に頼らない制度を示唆している。個人保証だけでなく、機関保

証、敷金、保険等多様な手立てを適切に組合わせることが有効となろう。 

 

これに関連し、賃貸借契約が更新された場合に保証契約がどうなるかが問題となる。最判平

成9年11月13日では、「期間の定めのある建物の賃貸借において、賃借人のために保証人が賃貸

人との間で保証契約を締結した場合には、反対の趣旨をうかがわせるような特段の事情のない

限り、保証人が更新後の賃貸借から生ずる賃借人の債務についても保証の責めを負う趣旨で合

意がされたものと解するのが相当」であるとして、この事案では賃料の増額もなされていたが、

更新後の増額された賃貸借から生じる債務について保証人の責任を認めた。不動産賃貸借契約

において賃貸借の更新条項と保証の更新について合意（黙示の合意を含むものと考えられる。）

がある場合は、保証人の意思を確認することなく、保証契約も更新されることが確認された。 

ただし、その際に極度額の定めが不要かは必ずしも明らかではない。また、第４４８条によ

り、「主たる債務の態様が保証契約締結後に加重されたときであっても、保証人の負担は加重さ

れない」ことになるが、賃貸借契約更新時に賃料が増額された場合、そもそも賃料の増額は態

様の加重に当たるのか、当たるとすれば、未払い賃料の増額分に係る債務は保証の対象になら

ないのかも明らかではない。 

 

第４６５条の４により、①保証人の財産についての強制執行等の申立て、②保証人について

の破産手続き開始の決定、③主たる債務者又は保証人の死亡を元本確定事由として個人根保証

債務一般に及ぶことになる。現行法の確定事由である、主たる債務者の破産手続き開始の決定

等は元本確定事由とはされていないが、これは、不動産賃貸借契約の場合、主たる債務者であ

る賃借人が破産したとしても、賃貸人は信頼関係破壊とまで言えなければ賃貸借契約を解除で

きず、賃料債務の増加を防ぐことができないこと等による。 

従来の判例では、保証人が死亡した場合については、保証人の相続人は相続開始後に発生し

た保証債務をも負担するとされており（大判昭和9年1月30日）、また、賃借人が死亡した場合に

ついても、賃借人の保証人は、賃借人の相続人の延滞賃料に責任を負うとされている（大判昭

和12年6月15日）。第４６５条の４により、賃借人又は保証人が死亡したときは元本が確定し、

それ以降の未払い賃料等は保証の対象とならなくなることに留意が必要である。 

また、契約時から５年を超える元本確定期日は無効とする規律も個人根保証一般には適用さ

れないが、これは、建物賃貸借契約では、元本確定期日が来たからと言って賃貸借契約を解除

できず、賃貸借契約が継続するのに保証契約が切れてしまうのは適当でないこと等による。 

 



一般財団法人 土地総合研究所  9 

賃借人が長期に渡り賃料滞納していることを保証人が知らず、多額の保証を負担せざるを得

ないことがある。そこで、第４５８条の２により、保証人の請求があったときは、債権者であ

る賃貸人は、遅滞なく賃料の未払い等債務の履行状況に関する情報を提供しなければならなく

なる。 

 

（大野 淳） 

                                                   
i根保証とは、保証の対象となる債務の額が変動するもので、元本が確定することにより一定額に固

定される。  


